
危機に直面する「ミドル」 

リクルートワークス研究所 

大久保 幸夫 

資料２ 



（出所）リクルートワークス研究所 
ワーキングパーソン調査2012 
※40-49歳の正社員就業者 
  n=1809 

  

過半数のミドル（40代）はイキイキと仕事をしていない 

成長実感、仕事自体の楽しみ、新しいことに挑戦したいという意欲、などで軒並み低い数値に 
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（図1）新しいことに挑戦していきたい 
    とする思いが最も低い 

（出所）リクルートワークス研究所 
20代-70代の仕事における現在と未来についての調査（2012） 

（図2）コア・モチベーションが 
    最も低い 
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部長（担当） 8.6% 

課長（担当） 23.6% 

係長（担当） 29.0% 

役職なし 38.8% 

（図3）ポスト不足で役職昇進が 
    遅れている 
    （上場企業の課長昇進年齢は平均40歳） 

（出所）リクルートワークス研究所 
人と組織に関する調査（2007） 
※数値は各因子の標準化得点の平均値を示す 

 
  



（出所）リクルートワークス研究所 
ワーキングパーソン調査2012 
※40-49歳男性正社員 

  

ミドル（＝大量採用世代）は転職意向があっても転職できない 

バブル大量採用組が組織のボリュームゾーンに。転職意向あるも行動に移せず 
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（図4）大企業（従5,000人以上）への 
    新卒就職者数の変化 

（出所）リクルート「就職実態調査」、 
     文部科学省「学校基本調査」各年 

（図5）ミドル（40-49歳）の 
    転職意向 

（図6）転職阻害要因 
     

（出所）リクルートワークス研究所 
ワーキングパーソン調査2012 
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収入的側面 
（給料額、退職金、 
ローン等の問題） 

63.8% 

募集求人の 
年齢制限の側面 

50.9% 

スキル・ 
能力的側面 

34.6% 

人脈の喪失 13.3% 

手段・方法が 
わからない 

12.6% 

世間体・社会的 
信用の側面 

10.5% 



ミドルが転職によって活躍場所をみつけられる社会システム構築を 

業種間転職 

＋ 

地域間転職 
※地方圏への転職意向 
   20.7% 

汎用スキル 
（基礎力） 

専門力 
Ｖ ※対人能力、 

  課題解決 
  能力など 

ポイントは 

※現在ハローワークも 
  民間も弱い 

地域間転職の 
職業紹介機能 

専門家による丁寧なヒアリングで 
能力を評価 

＝現在人材サービス産業協議会が開発中 

転職先企業に対する 
コンサルティングにより 
ミスマッチを調整 

＝「マッチング・アソシエイト」（仮称）が必要 
※キャリアコンサルタントの範疇を超える 

官民協力による 
UJIターン支援体制を整備 

＝例えば地方公共団体と 
  都市圏の民間人材サービスに 
  よるコンソーシアムなど 

雇用対策法改正 

＝禁止されている人材採用時の 
  「40歳以上歓迎」などの表記を 
  例外事由として認める 

大企業⇒中小企業の規模間転職もあるが以下の2つにより大きな可能性 

ポイントは 

加えて 
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